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第１章：序論 

 

1.1 青年期におけるネガティブ経験 

 大学生の多くが該当する時期である青年期は Erikson の発達課題にアイデンティティ

の確立が挙げられている。大学生の時期は入学の不安，就職活動による不安やストレスな

ど日常的な些細な出来事から人生の中で重要な出来事まで，多くの出来事を経験する。そ

のため，様々な困難に直面し，不安定になりやすい時期でもある。 

 

1.2 ネガティブ経験の種類 

私たちは，生活の中で自分の人生や価値観などに大きくも小さくも影響する経験をする

ことがある。その経験は個人の捉え方によってポジティブな経験とネガティブな経験に分

けることができる。ポジティブ経験の具体例として成功体験など，ネガティブ経験の具体

例として失敗体験や挫折経験などが挙げられる。ネガティブ経験は多くの研究がされてい

るが，定義が論文中に示されているものを以下に挙げる（Figure1）。 

 

 

Figure1 ネガティブ経験関係図 

 

1.3 「つまずき」概念の提唱 

つまずき経験は，江守（2022）において，一度挑戦して出来なくなってしまった出来事

や苦手になってしまった出来事と定義されている。江守は大学生に調査を行い，自身が

「つまずき」経験と捉えている出来事が，学業や対人関係，進路など多岐に影響すること

を示した。しかし，つまずき経験が示す概念は明らかにできていない。そこで，挫折より

インパクトが小さく，挫折経験より日常的に起こる些細なネガティブ経験のことを指す概
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念として提唱することができれば，問題の大きさに合った対処を選択しやすくなる可能性

がある。よって，つまずき概念の提案でより細やかな心理的支援を提供できるリソースと

することができると考える。 

 

1.4 つまずき経験と日常型心の傷 

 ネガティブ経験の中に「日常型心の傷」と呼ばれる経験があり，人が日常の対人関係の中

でより頻繁に体験している心の傷（小田部・加藤・丸野，2009）と定義されている。つま

ずき経験との共通点として「日常，些細な出来事」がネガティブ経験となることが挙げら

れる。一方，相違点としては，日常型心の傷は「対人関係」，つまずき経験は「対人関係以

外」であることが挙げられる。 

 

1.5 つまずき経験と挫折経験 

挫折経験は多くの人が経験する出来事であり，研究も多数存在するが，定義は様々である。

さらには，つまずきと挫折の概念について先行研究を用いて比較すると，共通点が多く，

区別が可能なのか判然としない。 

 

1.6 本研究の目的 

以上より，「つまずき」概念を用いることで，より個々のネガティブ経験にフィットし

た心理的支援を行なえる可能性がある。そこで本研究では，心理的な「つまずき」概念を

明確にするために，「挫折」との差異を明らかにするとともに，「つまずき」概念を提唱す

る意義を見出すことを目的とする。 

 

 

第２章：研究 1 つまずき経験と挫折経験の区別 

2.1  目的 

 つまずき経験と挫折経験について，具体的な事例を用い，大学生のつまずきと挫折の捉

え方に違いがみられるのか検討し，概念を整理する。 

 

2.2  対象者 

つまずき・挫折経験に関する自由記述調査を予備調査，つまずき・挫折経験に関する質

問票を用いた調査を本調査とした。予備調査対象者は桜美林大学大学生，および大学院生

と清泉女学院大学大学生の計 78 名（年齢 M=21.4,SD=6.7）であった。 

本調査対象者は桜美林大学大学生，および清泉女学院大学大学生の計 101 名（年齢

M=20.3,SD=1.1）であった。 

 

2.3  調査方法と実施期間 

2024 年 7 月～8 月に予備調査として web 式調査を実施した。桜美林大学・清泉女学院

大学に勤務している教員に，調査への協力を依頼し，許可が得られた教員が担当している

講義の終了後に web 式調査の URL を配布した。回答は無記名で行われ，実施時間は 15
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分程度であった。 

2024 年 11 月～12 月に本調査として web 式調査を実施した。対象とする大学，調査の

依頼方法，回答などは予備調査と同じ手順で行なった。 

 

2.4  質問項目 

 予備調査の質問構成は以下のとおりであった。 

① フェイスシート 

② 挫折した経験，つまずいた経験について（自由記述） 

本調査の質問構成は以下のとおりであった。 

① フェイスシート 

② 予備調査で収集した経験を質問項目に整理し作成した質問票 

 

2.5  倫理的配慮 

 本研究は，桜美林大学研究活動倫理委員会から承認（2024 年 6 月承認， 承認番号

24021）後，実施された。 

① 研究協力者である学生に対し，調査目的，プライバシーの保護を書面と口頭で伝え

た。 

② 調査において，実施中に研究協力者が不調を訴えた場合は，適切な対応を行うことを

伝えた。 

③  ①と②について了解が得られ，かつ研究に対する同意の得られた者についてのみ，

web 式調査に参加していただいた。 

 

2.6  分析 

予備調査において，自由記述で得られた項目をもとに質問項目を検討した。検討はゼミ

にて行われ，指導教員とゼミ生 3 名の協力のもと項目を検討・作成した。作成された質問

項目は 59 項目であった。予備調査において作成した質問票で得られた得点をもとに探索

的因子分析を行なった。 

 

2.7  結果 

予備調査において作成した 59 項目について質問票で得られた得点をもとに探索的因子分

析（最尤法，プロマックス回転）を行なった。因子数は，固有値の減衰パターン，および

因子の解釈の可能性を考慮して 5 因子とした。因子負荷量は.30 以上とした。第 1 因子は

受動的つまずき因子，第 2 因子は能動的つまずき因子，第 3 因子は失敗による挫折因子，

第 4 因子はつまずきに伴う諦め因子，第 5 因子諦めによる挫折因子と名づけた。 

 

2.8  考察 

つまずき経験と捉えられる出来事では，受動的つまずき，能動的つまずきつまずきに伴う

諦めといった内容が挙げられた。挫折経験と捉えられる出来事では，失敗による挫折，諦

めによる挫折といった内容が挙げられた。以上のことから，つまずきと挫折において，「つ

まずき」と感じる出来事，「挫折」と感じる出来事について捉え方に違いがあることが明ら
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かとなった。また，つまずきと挫折の中にも捉え方が異なると解釈される出来事があるこ

とが示された。 

 

 

第３章：研究 2 心理尺度におけるつまずき経験と挫折経験の差異 

3.1  目的 

 心理尺度を用いて，挫折経験とつまずき経験における差異について明らかにする。 

 

3.2  対象者 

調査対象者は桜美林大学大学生，および清泉女学院大学大学生の計 101 名（年齢

M=20.3,SD=1.1）であった。 

 

3.3  調査方法と実施期間 

調査の実施期間，方法は研究 1 の本調査と同様の手順である。つまずき経験と挫折経験

について想起して回答してもらう項目があったため，つまずき経験想起群（以下，つまず

き群）と挫折経験想起群（以下，挫折群）に分け，回答を求めた。 

 

3.4  質問項目 

 質問構成は以下のとおりであった。 

① フェイスシート 

② つまずき・挫折尺度 

③ つまずき経験および挫折経験の想起 

④ BenefitFinding 尺度 

⑤ 短縮日本語版出来事の中心性尺度 

⑥ 大学生版自己肯定感尺度 

 

3.5  倫理的配慮 

 本研究は，桜美林大学研究活動倫理委員会から承認後，実施された。なお，倫理的配

慮の内容は研究 1 と同様である。 

 

3.6  分析 

Web 調査のデータについて分散分析を用い，挫折経験とつまずき経験において，自己肯

定感，BenefitFinding，出来事の中心性に差異が生じるのか比較した。 

 

3.7  結果 

 つまずき経験群と挫折経験群において，3 つの心理尺度の各因子を用いて，心理尺度に

差異が生じるのか，分散分析を用いて比較を行なった結果，各群と各尺度の各因子におい

て，有意な差は見られなかった。 
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3.8  考察 

 つまずきと挫折において，有意な差が見られた因子はなく，心理尺度における差異は明

らかにすることができなかった。 

 

 

第 4 章：総合考察 

 研究 1 と研究 2 より，つまずき経験と挫折経験における違いは，心理尺度では図るこ

とが難しいものの，経験として捉え方に違いがあることが明らかになった。つまずきと 

挫折には経験したその人がどう捉えたのかという部分が違いを分ける際に重要になってく

るのではないかと考えられる。 

本研究からつまずき経験という概念は，問題の大きさによって介入方法を選択しやす

くすることができ，個々の経験に見合う適切なケアを受けることができる可能性が示唆さ

れたと考える。また，自己肯定感への介入によって「挫折」と捉えられていた経験が「つ

まずき」と捉えることができるようになる可能性も示唆された。しかし，この 2 点につ

いてはさらなる検討が必要である。 
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